
　
境 町 は 、 ６ 施 設 の 管 理 運 営 事 業 者 の 公 募 型 プ ロ

ポ ー ザ ル を 実 施 。  （ 仮 称 ） Ｓ

－ デ ポ 、  ア ー バ ン ス ポ ー

ツ パ ー ク ２ ｎ ｄ は Ａ Ｂ Ｃ プ ラ ン ニ ン グ ㈱ 、 グ ラ ン ピン グ 施 設 は ㈱ フ レ ス 、  ド ロ ー ン ラ ボ  ・  ド ロ ー ン フ ィ ール ド は ㈱ Ａ Ｃ Ｓ Ｌ 、 ブ ラ ン ド 研 究 開 発 拠 点 施 設 、 物流 拠 点 施 設 は ㈱ さ か い ま ち づ く り 公 社 を 選 定 し た 。供 用 開 始 は ２ ０ ２ ３ 年 度 中 、 指 定 管 理 期 間 は ５ 年 間を 想 定 。 業 務 内 容 は 、 施 設 の 管 理 運 営 、 施 設 お よ び設 備 等 の 維 持 管 理 に 関 す る こ と な ど 。

　
私 は 散 歩 が 大 好 き で す 。 水 戸 市 内 で は 、 千 波 湖 を

一 周 し た り 、 桜 川 の 堤 防 を 歩 い た り し ま す 。 時 々 、文 化 セ ン タ ー 前 交 差 点 か ら 千 波 大 橋 を 渡 っ て 、 千 波大 橋 交 差 点 を 左 に 曲 が り 、 梅 香 ト ン ネ ル ま で 車 の 流れ を 確 認 し な が ら 歩 い た り し て い ま す 。  明 日 か ら  「 梅ま つ り 」 が 始 ま り ま す 。 渋 滞 も な く 、 県 内 外 か ら たく さ ん の 方 が 来 る こ と も 、  今 で は 楽 し み の 一 つ で す 。

　
県 建 設 業 協 会 （ 石 津 健 光

会 長 ） は 、 担 い 手 の 確 保 や若 年 者 の 入 職 促 進 を 図 る た 　
Ｓ

－ デ ポ の 建 設 地 は 上 小

橋 ５ ６ ３

－ １ （ 敷 地 面 積 約

４ ４ ３ ９ ㎡ ）  。 東 京 ２ ０ ２０ 大 会 等 の レ ガ シ ー を 発信 す る ブ ー ス 、 休 憩 施 設 、シ ョ ッ プ ブ ー ス な ど を 設 ける 。　
ア ー バ ン ス ポ ー ツ パ ー ク

２ ｎ ｄ の 建 設 地 は 上 小 橋 ５６ ０

－ ３ ほ か （ 約 ４ ７ ０ ０

㎡ ）  。 東 京 ２ ０ ２ ０ オ リ ンピ ッ ク 等 で 使 用 し た Ｂ Ｍ Ｘフ リ ー ス タ イ ル 専 用 パ ー クの 機 能 充 実 に 向 け 、 屋 根 や

発 行 部 数 は ８ ０ ０ ０ 部 。 写真 を 多 用 し て 各 社 の 会 社 概要 、  採 用 実 績 校 、  Ｐ Ｒ  ・  メ ッセ ー ジ 、 特 長 、 施 工 事 例 、先 輩 イ ン タ ビ ュ ー な ど を 紹介 。 土 木 系 ・ 建 築 系 ・ 事 務系 ご と の イ ン タ ー ン シ ッ プ受 入 情 報 も 掲 載 し て い る 。　
ガ イ ド ブ ッ ク は 、 い ば

ら き 建 設 業

 就 職 応 援 サ イ

ト （
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）  か ら 閲 覧 す る こ

と が で き る 。 飛 行 実 験 用 ハ ウ ス は Ｓ 造 平屋 建 て 、 約

1 5坪 、 緩 衝 ネ ッ

ト 飛 行 場 は Ｓ 造 お よ び 緩 衝ネ ッ ト で 構 成 、 約

3 0坪 。

　
ブ ラ ン ド 研 究 開 発 拠 点 施

設 の 整 備 予 定 地 は 、 上 小 橋４ ８ ７

－ １ ほ か （ 約 ２ ９ ０

　
古 河 市 は 、 建 設 予 定 で あ

る 総 和 地 域 交 流 セ ン タ ー の設 計 イ メ ー ジ 図 等 を 展 示 する 、 パ ネ ル 展 を 開 催 す る 。申 し 込 み 不 要 で 、 自 由 に 立ち 寄 る こ と が 可 能 。 施 設 に対 す る 要 望 や 意 見 の ヒ ア リン グ も 行 う と の こ と 。　
パ ネ ル 展 を 行 う 施 設 は 、

中 央 公 民 館 （ ２ 月

1 3日 か ら

1 9日 、 担 当 職 員 常 駐 日 は

1 8

日 ）  、 サ ー ク ル 館 （ ２ 月

1 3

同 組 合 （ 澤 畠 弘 樹 理 事 長 ＝写 真 左 か ら ２ 人 目

）  は ７ 日 、

空 家 等 対 策 に係 る 協 定 締 結式 を 執 り 行 った 。 協 業 に より 空 家 等 の 適正 管 理 な ど を促 し 、 生 活 環境 の 保 全 や 安全 な 地 域 社 会の 実 現 を 目 指し て い く 。　
冒 頭 、 山 田

村 長 は 「 村 内に は ２ ２ ６ 件の 空 家 が あり 、 協 定 が 締結 で き た こ とを 心 強 く 感 じ

め の 新 た な 試 み と し て 、 県内 建 設 企 業 を 紹 介 す る 冊 子「 い ば ら き 建 設 企 業 ガ イ ド

ブ ッ ク ２ ０ ２ ３ 」 を 作成 し た 。 県 内 の 高 校 や大 学 、 専 門 学 校 を は じめ 、 関 東 を 中 心 に 建 設系 学 校 約 ３ ０ ０ 校 へ 配布 す る 。　
掲 載 企 業 数 は

9 0社 。

照 明 を 整 備 す る 。　
グ ラ ン ピ ン グ 施 設 の 建 設

地 は 西 泉 田 １ ２ ２ ４

－ １ ほ

か （ 約 ３ ０ ０ ０ ㎡ ）  。 グ ラン ピ ン グ 棟 ４ 棟 は Ｗ 造 平 屋建 て 、 各 １ ０ ０ ㎡ 程 。 管 理棟 は Ｗ 造 平 屋 建 て 、  約

4 6㎡ 。

テ ン ト サ イ ト は ４ 区 画 。　
ド ロ ー ン 施 設 の 建 設 地 は

塚 崎 １ ９ ８ ８

－ １ ほ か （ 約

８ ８ １ ０ ㎡ ）  。 研 究 開 発 ・人 材 育 成 棟 は Ｓ 造 平 屋 建て 、 約

9 8坪 、 屋 内 実 験 棟 は

Ｓ 造 平 屋 建 て 、  約 １ ９ ６ 坪 、　
東 海 村 （ 山 田 修 村 長

＝ 写

真 中 央

） と 東 海 村 建 設 業 協

日 か ら

1 9日 、 担 当 職 員 常 駐

日 は

1 9日 ）  、  古 河 図 書 館 （ ２

月

2 0日 か ら

2 6日 、 担 当 職 員

常 駐 日 は

2 5日 ）  、 三 和 図 書

館 （ ２ 月

2 0日 か ら

2 6日 、 担

当 職 員 常 駐 日 は

2 6日 ）  、 さ

く ら 公 民 館 （ ２ 月

2 7日 か ら

３ 月 ５ 日 、 担 当 職 員 常 駐 日は ３ 月 ４ 日 ）  、 ふ れ あ い 公民 館 （ ２ 月

2 7日 か ら ３ 月 ５

日 、 担 当 職 員 常 駐 日 は ３ 月４ 日 ）  。　
担 当 職 員 常 駐 日 以 外 は 、

　
東 日 本 高 速 道 路 ㈱ は 、 牛

久 市 内 の 国 道 ６ 号 で 夜 間 通行 止 め を 実 施 す る 。 日 時 は
2 2日 の 午 後

1 0時 ～ 翌 朝 ４ 時

ま で 。 圏 央 道 ４ 車 線 化 事 業の 橋 梁 一 括 架 設 工 事 に 伴 うも の 。　
通 行 止 め 区 間 は 、 国 道 ６

号 ひ た ち 野 北 入 口 交 差 点 ～ ０ ㎡ ）  。 研 究 開 発 施 設 は Ｓ造 平 屋 建 て 、 延 べ 面 積 約 ３８ ０ ㎡ 、 原 料 等 倉 庫 は Ｓ 造平 屋 建 て 、 延 べ 面 積 約 １ ８０ ㎡ 。　
物 流 施 設 の 建 設 地 は 上 小

橋 ４ ８ ７

－ ２ ほ か （ 約 ３ ０

０ ０ ㎡ ）  。 Ｓ 造 ２ 階 建 て 、延 べ 面 積 １ ０ ３ ０ ㎡ ほ ど 。ま た 、 倉 庫 、 ト イ レ 、 事 務室 、  休 憩 室 な ど も 整 備 す る 。て い る 。 空 家 対 策 が よ り 具体 化 し て い く こ と を 期 待 して い る 」 と あ い さ つ 。　
来 賓 の 越 智 辰 哉 村 議 会 議

長 （

写 真 右 か ら ２ 人 目

） は

「 今 回 の 協 定 が 空 家 対 策 の
大 き な 前 進 に つ な が る も のと 確 信 し て い る 」  と 述 べ た 。　

澤 畠 理 事 長 は 「 組 合 員 は
解 体 や 新 築 、 リ フ ォ ー ム など に 対 応 で き 、 プ ロ の 目 線で ア ド バ イ ス を 送 る こ と もで き る 。 組 合 員

1 7社 が 一 丸

　
大 洗 町 は 、 都 市 計 画 道 路

吉 沼 磯 浜 線 お よ び 関 根 祝 町線 の 整 備 に 伴 い 、 磯 浜 町 地内 で 宮 田 遺 跡 の 埋 蔵 文 化 財調 査 を 実 施 し て い る 。 今 月

意 見 箱 を 利 用 す る 。　
新 施 設 の 整 備 予 定 地 は 、

総 和 庁 舎 ・ 中 央 公 民 館 の 敷地 。 建 物 規 模 は 約 ２ １ ０ ０～ ２ ５ ０ ０ ㎡ ほ ど を 想 定 して い る 。　
設 計 業 務 は 昭 和 設 計 ・ 日

本 工 営 都 市 空 間 Ｊ Ｖ が 担当 。 ２ ０ ２ ４ 年 １ 月

3 1日 を

目 途 に 策 定 す る 。　

2 4、

2 5年 度 に 新 築 工 事  （ 一

部 外 構 含 む ）  、

2 5、

2 6年 度

に 解 体 工 事  （ 残 り 外 構 含 む ）を 行 う 予 定 だ 。　
こ の 件 に つ い て の 問 い 合

わ せ は 社 会 教 育 施 設 課 （ ＴＥ Ｌ ０ ２ ８ ０

－

9 2

－ ４ ５ ０

１ ） ま で 。学 園 都 市 南 入 口 交 差 点 。 施工 箇 所 は 圏 央 道 と 国 道 ６ 号が 交 差 す る 箇 所 で 、 大 型 クレ ー ン を 使 用 し て 、 高 架 橋の 一 括 架 設 工 事 を 実 施 する 。　
迂 回 路 は 牛 久 市 市 道

2 1号

と 国 道 ４ ０ ８ 号 。 迂 回 し た場 合 、  所 要 時 間 は 約

1 5分  （ 通

常 約

1 0分 ） か か る 見 込 み 。

予 備 日 は

2 4日 午 後

1 0時 ～ 翌

朝 ４ 時 と し 、 荒 天 時 は 延 期す る 。 　
県 常 総 工 事 事 務 所 は 、 砂

沼 広 域 公 園  （ 長 塚 乙 ４

－ １ ）

の 菖 蒲 園 内 に あ る 木 道 改 築工 事 を 進 め て い る 。 改 築 工事 （ そ の ２ ） に つ い て 、 ２０ ２ ３ 年 度 の 第 １ 四 半 期に 、 一 般 競 争 入 札 を 公 告 す
1 8日 に 町 営 墓 地 北 側 の 現 場

で 発 掘 調 査 成 果 の 報 告 会 を行 う 。 入 場 無 料 。 定 員 １ ００ 人 。　
吉 沼 磯 浜 線 は 、 国 道 ２ ４

５ 号 （ 水 戸 市 小 泉 町 ） に 接続 す る 道 路 と し て 計 画 さ れて い る 路 線 。　
宮 田 遺 跡 で は 、 弥 生 時 代

後 期 以 降 の 土 器 や 、 竪 穴 建物 跡 墓 な ど の 遺 構 が 発 掘 され て い る 。 昨 年 ８ 月 に は 関東 文 化 財 振 興 会 ㈱ へ 埋 蔵 文化 財 調 査 業 務 を 委 託 し た 。 る 予 定 だ 。 工 期 は ６ カ 月 を見 込 ん で い る 。　
菖 蒲 園  （ 水 生 植 物 ゾ ー ン ）

は 、 園 内 東 側 に あ る 観 桜 苑の 中 に 位 置 す る 。 園 内 を 通る 木 製 の 遊 歩 道 に つ い て 、既 存 の も の を 撤 去 し 、 新 たな 木 道 を 設 置 し て い く 。 施工 延 長 は 約

6 0ｍ 。 菖 蒲 園 の

面 積 は 約 ２ ０ ０ ０ ㎡ 。　
本 年 度 発 注 分 で あ る 改 築

工 事  （ そ の １ ）  に つ い て は 、㈱ 下 妻 建 設 が 担 当 し た 。　
砂 沼 広 域 公 園 の 全 体 面 積

は 、 湖 水 面 積 含 め 約

8 0 

h a。

観 桜 苑 の ほ か 、 砂 沼 球 場 やテ ニ ス コ ー ト な ど の ス ポ ーツ 施 設 、 サ イ ク リ ン グ ル ート な ど が あ る 。

　
当 時 の 所 長 で あ る 渡 邊 さ

ん か ら 、 道 路 整 備 第 一 課 長の 私 が 「 来 年 の 梅 ま つ り まで に 千 波 大 橋 付 近 の 交 差 点改 良 を 行 い 、 渋 滞 を 解 消 する 」 と い う 指 示 を 受 け た のは 、  ２ ０ ０ ５ 年

1 1月 の こ と 。

　
年 度 末 に 差 し か か る 時 期

の 、 突 然 の 話 で す 。 当 然 予算 は 無 く 、 計 画 は 全 く の 白紙 か ら の ス タ ー ト で し た 。　
工 事 の 内 容 は 、 交 通 量 の

解 析 、 路 面 標 示 、 信 号 機 の変 更 な ど 。 通 常 ペ ー ス で 実施 し た 場 合 、 順 調 に い っ て２ ～ ３ 年 程 度 は か か る 工 事で す 。 こ れ を 、 梅 ま つ り まで の 数 カ 月 で 完 成 さ せ な くて は な り ま せ ん 。

　
ま ず は 予 算 の 確 保 。 所 長

の 指 示 が 徹 底 し て い た こ とも あ り 、 こ の 作 業 は ス ム ーズ に い き ま し た 。　
図 面 を 用 意 す る 時 間 は 無

か っ た た め 、 住 宅 地 図 を つな ぎ 合 わ せ た 関 係 地 形 図を 、 警 察 協 議 の 図 面 と し まし た 。 こ の よ う な 急 ご し らえ の 図 面 で 協 議 を し た こ とな ど な か っ た の で 、 本 当 に心 配 で し た 。 地 図 は 、 広 げる の が 恥 ず か し く な る ほ ど長 く 、 県 警 の 担 当 者 も 地 図を 見 て 驚 い て い ま し た 。　
詳 細 設 計 に 必 要 な 交 通 量

調 査 は 、 時 間 も な い た め 、事 務 所 直 営 で 行 い ま し た 。調 査 当 時 は 真 冬 。

2 4時 間 の

　
私 は 、 県 道 路 建 設 課 に 所

属 し て い た 頃 、 こ の 梅 香 トン ネ ル の 建 設 に 大 き く 関わ っ て い ま し た 。 思 っ た 以上 に 地 盤 が 悪 く 、 難 工 事 であ り 、 予 算 も 大 幅 に オ ーバ ー し て し ま い ま し た が 、無 事 完 成 し た 時 は 本 当 に 嬉し く 「 良 か っ た 、  よ か っ た 」と 思 い ま し た 。　
し か し 、 ト ン ネ ル 利 用 の

交 通 量 が 増 加 し た た め 、 今度 は ト ン ネ ル の 先 、 千 波 大橋 交 差 点 付 近 が 大 渋 滞 し てし ま い ま し た 。

　
水 戸 土 木 事 務 所 の 所 長 に

な っ て か ら も 、 な ん と か こ

調 査 は 厳 し い も の で し た 。　
そ う し て 完 成 し た 詳 細 設

計 に 基 づ き 、 県 警 と の 協 議を 続 け ま し た 。 当 時 の 県 警の 方 が 「 県 が こ こ ま で の 熱意 を 持 っ て い る の だ か ら 、県 警 と し て も 、 ど う し て もこ の 事 業 を 進 め た い 」 と言 っ て く だ さ っ た の を 覚 えて い ま す 。 我 々 の 熱 意 や 心意 気 に 賛 同 し て く だ さ っ たの だ と 思 う と 、 大 変 感 激 しま し た 。　
多 く の 方 々 の 協 力 も あ

り 、 工 事 は 無 事 梅 ま つ り 前に 完 了 し ま し た 。 こ ん な に短 期 間 で 公 共 事 業 が 完 了 する の は 、 我 々 も 初 め て の こと で し た 。　
供 用 開 始 の 前 日 に は 、 関

大 久 保

　
幸 雄 （ お お く ぼ

　

ゆ き お ）１ ９ ５ ３ 年 ８ 月 ８ 日 生 まれ 。

6 9歳 。

8 0年 に 茨 城 県 庁

へ 入 庁 。 初 所 属 は 道 路 建 設課 橋 梁 係 。 そ の 後 、 水 戸 土木 事 務 所 道 路 整 備 第 一 課長 、 技 監 兼 下 水 道 課 長 な どを 経 て 、 ２ ０ １ ４ 年 に 企 業局 次 長 で 定 年 を 迎 え た 。 た が 、 快 く 協 議 に 応 じ て くれ た そ う で す 。 結 果 的 には 、 三 者 で 協 力 し て 文 化 セン タ ー 前 交 差 点 も 含 め て 改良 す る こ と に な り ま し た 。　
こ の 時 、 私 は あ る 条 件 を

出 し ま し た 。  「 ど う せ な ら 、水 戸 の 梅 ま つ り 開 催 に 間 に合 わ せ よ う 」 と 考 え た の です 。　
私 が こ の 話 を 持 ち 出 し た

の は 、 前 年 の

1 1月 で し た 。

水 戸 の 梅 ま つ り が 始 ま る の

の 大 渋 滞 を 解 消 で き な い かと 考 え 、 何 度 も 何 度 も 現 場に 足 を 運 ん で い ま し た 。　
交 差 点 で は 、 右 折 車 は 右

折 車 線 を 使 っ て 曲 が り 、 四車 線 で 右 折 車 線 が な い 場合 、 内 側 車 線 を 使 う の が 通例 で す 。 し か し 、 こ の 千 波大 橋 交 差 点 の 場 合 、 ト ン ネル 側 か ら は 右 折 交 通 が 主 交通 と な る た め 、 さ ば き き れず に 渋 滞 が 起 き る の で す 。そ の た め 、  内 側 車 線 に 加 え 、外 側 車 線 も 右 折 に 使 え な いか と 考 え ま し た 。　
逆 に 、 文 化 セ ン タ ー 側 か

ら は 、  左 折 交 通 が 主 と な り 、外 側 車 線 を 左 折 専 用 に し てい る わ け で す が 、 こ の 左 折で き る 時 間 を も っ と の ば せな い か と 考 え ま し た 。　
さ っ そ く 担 当 課 長 に 指 示

を 出 し 、 こ の 考 え を 県 警 察と 水 戸 市 に 協 議 し て も ら いま し た 。　
県 警 察 も 、 突 然 の 話 で し

は 、 ２ 月 中 旬 で す 。 誰 も が不 可 能 だ と 思 う よ う な 工 期で し た 。 し か し 、 確 実 か つス ピ ー デ ィ に 、 関 係 者 全 員で 協 力 し な が ら 、 事 業 を 進め て い き ま し た 。　
結 果 、 大 急 ぎ で は あ り ま

し た が 、 プ ロ ジ ェ ク ト は 大成 功 。 渋 滞 は 見 事 に 解 消 され ま し た 。　
私 は 、 梅 ま つ り の 時 期 に

な る と 、 こ の 時 の こ と を 思い 出 し ま す 。 一 緒 に 知 恵 を出 し 、 苦 労 さ れ た 方 々 も 、き っ と 同 じ 思 い だ と 思 い ます 。
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い
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〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 水 戸 土 木 事 務 所 編 ③

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

「 梅 香 ト ン ネ ル 」 と 「 千 波 大 橋 交 差 点 」 は 大 活 躍

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 水 戸 土 木 事 務 所 長 ）

元 土 木 部 技 監 兼 下 水 道 課 長
（ 当 時 ・ 県 水 戸 土 木 事 務 所 道 路 整 備 第 一 課 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 大 久 保 幸 雄 氏×

大 渋 滞 解 消 へ 短 期 間 で 完 成

－
－

　 ◇
　

－
－

　 ◇
　

－
－

係 者 が 集 う 盛 大 な 飲 み 会 を行 い ま し た 。 私 は 進 行 役 とし て 、 冒 頭 の 挨 拶 で 「 今 日の 出 席 者 は 、 全 員 が ご 努 力い た だ い た 工 事 関 係 者 です 。 皆 様 の お か げ で 、 あ す供 用 を 開 始 で き ま す 」 と 感謝 の 言 葉 を 述 べ た こ と を 覚え て い ま す 。　
そ う し て 迎 え た 翌 日 。 二

日 酔 い で 頭 が 痛 い な が らに 、 供 用 を 開 始 し た 交 差 点の 車 の 流 れ を 、 ゆ っ く り と嬉 し い 思 い で 眺 め ま し た 。こ の 時 「 公 共 事 業 と は 、 本当 に 素 晴 ら し い も の だ 」 と思 い ま し た 。　
こ の 工 事 を 振 り 返 っ て み

て 、  改 め て 思 っ た の は  「 ト ップ の 固 い 意 志 と 強 力 な リ ーダ ー シ ッ プ が あ れ ば 、 公 共工 事 で す ら 劇 的 に 変 化 する 」 と い う こ と 。　
本 当 の リ ー ダ ー シ ッ プ と

は 、 上 か ら 「 や れ 」 と 命 じる こ と で は な く 、 部 下 を 仕事 に 向 き 合 わ せ る 力 。 ト ップ が 渡 邊 所 長 だ っ た か ら こそ 、 ど ん な に 追 い 詰 め ら れて も 「 や ろ う 」 と 思 う こ とが で き た よ う に 思 い ま す 。

▲ 右 折 車 が ス ム ー ズ に 流 れ る 千 波 大 橋 交 差 点
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茨 城 県 水 戸 市 大 町 三 丁 目 1 番 2 2 号
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ふ る さ と 茨 城 を 守 る 地 域 建 設 業

一 般 社 団 法 人

茨 城 県 建 設 業 協 会

と な っ て 、 村 内 の 住 環 境の 整 備 や 地 域 活 性 化 に 貢献 し て ま い る 」 と 意 気 込み を 述 べ た 。　
当 日 は 山 田 村 長 と 澤 畠

理 事 長 が 協 定 書 に 署 名 。協 定 書 に よ る と 、 村 が 空家 の 所 有 者 か ら 相 談 を 受け た 場 合 、 村 は 組 合 の 業務 を 所 有 者 へ 紹 介 す る 。ま た 、 村 の Ｈ Ｐ を 通 じ て組 合 が 対 応 す る 業 務 な どを 発 信 す る 。

境 町

管 理 運 営 事 業 者 が 決 定
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古 河 市 ／ ヒ ア リ ン グ も 実 施

総 和 地 域 交 流 セ ン タ ー

設 計 イ メ ー ジ 図 展 示

１ 四 半 期 に も 一 般 公 告
公 園 の 木 道 改 築 工 事

常 総 工 事

適 正 管 理 促 し 生 活 環 境 を 保 全

村 内 の 空 家 対 策 で 協 定 締 結

東 海 村 と 東 海 村 建 設 業 協 同 組 合

プ ロ の 目 線 で ア ド バ イ ス

橋 梁 架 設 工 で夜 間 通 行 止 め
ネ ク ス コ 東 日 本

1 8日 に 成 果 報 告 会 開 催

宮 田 遺 跡 で 埋 文 調 査
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